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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、RBR（リングフィンガー間リング）タンパク質ファミリーのメンバーをコードし、コードされるタンパク質には2つのRINGフィンガーモチーフと1つのRINGフィンガー間モチーフが含まれています。このタンパク質はレビー小体に局在するE3ユビキチンリガーゼであり、ニューロンにおいてαシヌクレインの相互作用タンパク質であるシンフィリン-1をユビキチン化します。このタンパク質は、筋萎縮性側索硬化症およびパーキンソン病に関与している可能性があります。選択的スプライシングによって、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年7月]、機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼは、E2ユビキチン結合酵素UBE2L3およびUBE2L6からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、SNCAIPやCASRなどの標的基質に直接転移します。病原性の SOD1 変異体を特異的にユビキチン化し、プロテアソームによる分解とニューロンの保護につながります。,経路: タンパク質修飾; タンパク質のユビキチン化。,PTM: DNA が損傷すると、おそらく ATM または ATR によってリン酸化されます。,類似性: RBR ファミリーに属します。RNF19 サブファミリー。,類似性: 1 つの IBR 型ジンク フィンガーを含みます。,類似性: 2 つの RING 型ジンク フィンガーを含みます。,細胞内局在: 筋萎縮性側索硬化症患者の運動ニューロンに特異的に見られる硝子封入体に存在します。パーキンソン病患者のニューロンに特異的に見られるレビー小体に存在します。,サブユニット: UBE2L3 および UBE2L6 と相互作用します。転写因子 Sp1 と相互作用します。 VCP、CASR、SNCAIP、および筋萎縮性側索硬化症を引き起こす一部のSOD1変異体と相互作用するが、野生型SOD1とは相互作用しない。,組織特異性：広く発現しており、心臓で最も高い発現レベルを示す。中枢神経系では普遍的に発現する。,
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	RNF19A抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRNF19Aペプチドでブロッキングされている。
	

	RNF19A 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

